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映画「戒厳令」で描かれた兵士 A 夫婦も夫唱婦随であるが、兵士 A は将校ではなく、下士官
の指令で動く兵士に過ぎない。妻は病弱で、兵士 A がいたわって身体を拭いている場面がある。









（93）と兵士 A は言う。兵士 A は、北一輝が 2.26事件に加担している証拠となる事実を憲兵隊
に密告し、そのため北一輝は裁判で有罪とされ処刑されることになる。キリストに心酔したユダ
















































































































































「戒厳令」の兵士 A に繋がる人物である。この劇では、男 1は、5.15事件、2.26事件に関連す
る情況を、脱走兵として、特高警察のスパイとして目撃していくのだった。
この戯曲の最後のシーン「その 7」の始めにも、同じ場面が繰り返される。ただし、女 1は人
形をタロウと呼んでいる。男 1は冒頭の「その 1」での女 1との対話を回想しながらママゴトを
続ける。女 1は「もうずい分昔のことです……。雪が降っていました」と言う。「その 1」では
雪は降らなかったが、「その 7」では降っている。「その 7」は少しだけずれながら、「その 1」を
反復している。だが、男 2によってそれは断ち切られる。男 2によれば、女 1は彼の妻で家に
はハナコという娘がいるらしい。さらに、男 2は、いまは戦後であり軍隊はもうなくなってい
ることを告げる。男 1は映画「戒厳令」の兵士 A のように戦中に軍隊から脱走して、戦後もま
（７０）
だ逃げ続けながら、ひとりで行軍の訓練をしている。女 1は男 1の心のケアをしているようで
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